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和歌山市磯ノ浦沖合で漁獲されたアマゴ

久保 喜計 ･細谷 和海

近畿大学農学部環境管理学科 
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年 3月 9日に和歌山県和歌山市磯 ノ浦沖

1)で操業 していた旋網漁の漁獲物中g.

のように記載 している｡すなわち､｢計数形質は

アマゴの特徴に属するもので､外観は体高が比較

的低 く､体側は銀白色に輝 く｡パーマークが消失

令 

souh hcoryncuの アマ ゴ On sma

と思われる個体 (1個体)が混獲 さ し､背鰭先端は黒色班を有する｡鱗は非常にはげ

れた｡この個体は漁獲物である大量のサ ヨリ やすく､手に持つと取れてくる｡胸鰭と腹鰭は無

H の水揚げ時に見失われ､残mz ssy iorja
hu
)
hpora


念ながら標本として確保することはできなかった たく赤色部がないか､あってもきわめて薄い｡こ

色｡尾鰭後端は黒色をおび､上線と下縁にはまっ

れら降海型アマゴは銀化現象を起こしており､一が､鮮明な写真撮影 2)と詳細な観察記録g.(Fi

が資料提供者により行われていた｡ 般のマスの幼魚 (スモルト)としての特徴を有す

2g.記録写真によると (Fi る｣｡これらの記載事実を考慮すると､今回の捕･B)､その体側 に

は､パーマークならびに朱点が鮮明に現れており 獲個体は完全にスモル ト化する以前で､アマゴの

体はやや細長く､体高は低 く､明らかにアマゴ型 形質を色濃く残 した状態で降海したものと推定さ

である｡また､資料提供者によると体断面は丸み れ､このような例はきわめて稀であると思われ

を呈 し､背中線部や背鰭ならびに尾鰭の先端部は る｡なお､本個体の捕獲周辺海域からの海洋生活

銀黒色を呈し､特に背中線部の鱗は粗いが､はげ 589

)

形サツキマスの記録は､1 年 5月 2日に和歌

落ちることはなかったという｡これらの形態的特 ノ浦湾の定置網で 1個体 2､また､同様に和歌ノ

89浦湾の定置網で 1 7年 4月 

期の段階であると思われた｡降海型アマゴの降下 年 4月 21日に 4個体および 1990年 4月 22日に 

時期や体形質についてはあまり詳しく判っていな 1個体が採集されている (平嶋健太郎､未発表資

いが､加藤 1)は､木曾川河口ならびに伊勢湾沿 料)｡なお､磯ノ浦と和歌ノ浦との距離的な関係

922日に 1個体､1徴から本個体は､銀化 (スモル ト化)の極めて初 98

869岸海域において､1 

採捕 した 11尾 

年 1月下旬～2月上旬に g.は Fi 1･Bに示す通 りである｡捕獲個体とその

周辺海域および木曾川河口ならびに伊勢湾沿岸海44.(体長 1 10c.2 m)について次-
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域 1)における降海型アマゴの出現時期から､本 らが逃げ出したという可能性もあるが (平場健太

種の降下時期は冬季から春季のかなり長い期間に 郎氏私信)､筆者らの聞き取 り調査によれば､活

0cm餌に用いられるアマゴは体長が 1

本個体の由来は､その捕獲場所から紀ノ川であ 回の捕獲個体に比べてかなり小型であること､淡

る可能性が高いと思われるが､サツキマスが同 水から海水-の急激な移行により発死することか

河川内で採集された記録は､1966年 2月22日に らその可能性は低い｡

渡るものと推察される｡ 程度で､今

3上流の吉野川での 1個体 3)と 199年 5月 17日､ サツキマスは西南日本の太平洋側に生息するア

和歌山市六十谷の堰下流で刺 し網による 3個体 マゴの分布域と重なって広 く生息していたが､近

(平場健太郎､未発表資料)である｡なお､平場 年では激減し､現在その自然個体群は長良川と伊

によれば､同六十谷付近で毎年釣 り人により釣 り

上げられているようであるが､公式の記録として

は残っていないとのことである｡

和歌山県 レッドデータブック 4)では､本県に

はサツキマスの自然個体群が分布したが､現在で

は産卵場が確認されていないことなどから絶滅 し

たと考えられるとあり､紀ノ川におけるサツキマ

スの自然個体群も同様に絶滅 したと考えられる｡

このため､これらの出現は､紀ノ川の上流部で放

流されたアマゴが流されて銀化 したサツキマスで

あると考えるのが最も妥当であると思われる｡し

かし､紀ノ川には多くの支流があり､これらの上

流の未調査域においては､自然個体群の残存の可

能性は大いにあると思われ､このような個体が流

下したとも考えられる｡なお､周辺の海上釣 り堀

の活き餌として活きアマゴが使われており､それ

)勢湾にいくらか生息する状況にある 5｡紀ノ川に

おいても古 くは河川のマスとしての漁獲量の記録

が残されている 6)｡本種の減少は､ダムや堰堤な

どの魚の遡上や降河を妨げる工作物の構築､水質

汚濁 (特に河口域)などにあると言われている｡

紀ノ川においても下流域から上流域にかけて多

くの堰が作 られ､現在も建設が計画もされている

が､これらがサツキマスを含めて通し回遊魚の遡

上 ･降河を妨げる一因となっており､適切な魚道

の設置や改修を行わなければならないであろう｡

また､中 ･下流域における水質汚濁の改善､さら

に､上流部における産卵場の整備などの対策を講

じることは､紀ノ川におけるサツキマスの復活に

欠かせないと思われる｡
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)和歌 山県環境生活部編,2)

(降海型 ･自然個体群).保全上重要なわかや

記録写真や観察記録などの資料を提供された和 まの自然 一和歌山県レッドデータブックー 

5-9 和歌山県環境生活部,和歌山. 
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